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市民検討協議会における検討について 

 

１．検討概要 

・第６次総合計画の策定に向けて、市民視点で下記の事項について協議・提言

をいただきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１：第１回～第２回 

 「まちづくりの基本理念、都市像、まちづくりの主な課題、土地利用」の見直しに関す

る協議 

 

 

ステップ２：第２回～第６回（予定） 

 基本施策別の「めざすまちの姿、課題、役割分担の考え方」に関する協議 

 

 

ステップ３：第７回～第１０回（予定） 

 ステップ１、ステップ２の協議結果のまとめ（提言書づくり） 

 

 

２．各会議の進め方 

会議は概ね次のような流れで進めることを考えております。 

・全体で当日の協議内容について説明 

・グループに分かれて協議 

・再度全体で集まり、グループの協議結果の発表・確認、事務連絡 

都市像 

基本目標 

基本施策 

施策 

事業 

①基本構想の見直しの論点に関する提言 

（まちづくりの基本理念、都市像、まちづく

りの主な課題、土地利用） 

②基本施策別の「めざすまちの姿・課

題・役割分担」に関する提言 

（基本施策 ３２） 

（計画推進に当っての取組 ８） 

資料 ８ 
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＜基本施策の検討に関する協議スケジュール案＞ 

グループ 番号 基本施策（取組） 検討協議会 

健康・福祉部会 

Ⅰ-1 健康づくりの推進 第２回 

Ⅰ-2 子育て支援 
第３回 

Ⅰ-9 地域福祉活動の支援 

Ⅰ-3 高齢者サービスの充実 
第４回 

Ⅰ-8 低所得者の自立支援 

Ⅰ-4 障害者サービスの充実 
第５回 

Ⅰ-5 福利厚生事業の支援 

Ⅰ-6 国民健康保険の安定運営 
第６回 

Ⅰ-7 国民年金制度の普及 

生活・環境部会 

Ⅱ-1 自然の保護と回復 第２回 

Ⅱ-2 緑の整備 第３回 

Ⅱ-3 生活環境の保全 
第４回 

Ⅱ-4 循環型社会の形成 

Ⅱ-5 防災対策の強化 第５回 

Ⅱ-6 交通安全の確保、地域安全の推進 第６回 

文化・学習部会 

Ⅲ-5 スポーツ活動の支援 第２回 

Ⅲ-1 人権と平和の尊重 
第３回 

Ⅲ-2 男女共同参画の拡大 

Ⅲ-3 生涯にわたる学習活動 
第４回 

Ⅲ-4 文化・芸術活動の支援 

Ⅲ-6 学校教育の充実 
第５回 

Ⅲ-7 青少年の健全育成 

Ⅲ-8 コミュニティの形成 
第６回 

Ⅲ-9 国際化と都市間交流の推進 

都市基盤・産業部会 

Ⅳ-3 景観の保全と形成 第２回 

Ⅳ-1 計画的な土地利用の推進 
第３回 

Ⅳ-2 まちの整備 

Ⅳ-4 公共交通の利便性の向上 
第４回 

Ⅳ-5 道路等の整備 

Ⅳ-7 商工業の振興 
第５回 

Ⅳ-8 都市農業の育成 

Ⅳ-6 地域の情報化の推進 第６回 

行財政運営部会 

Ⅴ-1 適切で効果的な情報公開 第２回 

Ⅴ-2 広報活動の充実 
第３回 

Ⅴ-3 広聴活動の充実 

Ⅴ-4 市民参画の推進 第４回 

Ⅴ-5 計画的な行財政の運営 
第５回 

Ⅴ-6 効果的・効率的な行政運営の推進 

Ⅴ-7 職員の育成と組織の活性化 
第６回 

Ⅴ-8 財政運営の効率化 

※基本施策の関係性や検討範囲の広さを考慮した検討スケジュール案です。 
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３．検討項目の設定の背景 

１）ＰＤＣＡサイクル（Ｐ＝計画、Ｄ＝実施、Ｃ＝評価、Ａ＝改善）に基づい

た計画策定 

・継続性のあるまちづくりを進めていくためには、ＰＤＣＡサイクルに沿った

計画策定が重要になると考えております。 

・第６次総合計画の策定は、第５次府中市総合計画後期基本計画をもとに、見

直しの論点を整理しながら策定作業を進めていきます。 

 

＜市民検討協議会の検討項目＞ 

①基本構想の見直しの論点に関する検討 

②基本施策別の「めざすまちの姿・課題・役割分担」に関する検討 

 

２）なぜ現計画にない「めざすまちの姿、役割分担」を検討するのか。 

・総合計画は、市民と行政とが共にまちづくりを進めていくための基本的な計

画です。 

・市民、行政それぞれが同じゴールを共有し、そのゴールに向かって工夫しな

がら行動していくことが必要です。 

・市民検討協議会の検討では、このゴール（めざすまちの姿）を明らかにした

上で、ゴールに向かうための役割分担の考え方（市民の役割、行政の役割）

を協議いただきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ナ リ オ 

現状 

「めざすまち姿」 
≒ゴール 

理想と現実
のギャップ 
＝『課題』 

活動 

活動 

『課題』を解決するため
の方策＝市民の役割、
行政の役割 

「めざすまちの姿」のイメージ 

例）健康・医療： 

・子どもから高齢者まで、市民一

人ひとりが健康づくりに取り組

み、活き活きと健康に暮らして

います。 

・市民は、休日夜間を含め、あら

ゆる医療サービスを適切に受け

ることができています。 

市民の役割 

・○○○○○○ 

・○○○○○○ 

 

行政の役割 

・○○○○○○ 

・○○○○○○ 

 
事業 

・健康診断事業 

・休日夜間診療充実事業 

・市民啓発事業 等 

市民活動・事業活動など 

・日常生活などで市民の役

割を念頭に置いて行動 
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４．市民検討協議会からいただきたい提言のイメージ 

■提言①：基本構想の見直しの論点に関する提言イメージ 

まちづくりの基本理念 

・持続可能性に関する観点を追加した方が良い。 

・人間性の尊重などの難しい表現は用いず、意味が分かりやす

い言葉で説明した方が良い。 

都市像 
・連続性のあるまちづくりを展開するため、現計画と同じとする。 

・「にぎわい」をイメージできる言葉を追加した方がよい。 

まちづくりの主な課題 
・○○○○○○○○○○○○○○○○ 

・○○○○○○○○○○○○○○○○ 

土地利用 
・○○○○○○○○○○○○○○○○ 

・○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

■提言②：基本施策別の「めざすまちの姿・課題・役割分担」に関する提言イメージ 

基本目標 Ⅰ 安心でいきいきと暮らせるまちづくり（健康・福祉） 

基本施策 １ 健康づくりの推進 

めざすまちの姿（平成 33 年のまちの姿） 

・子どもから高齢者まで、市民一人ひとりが健康づくりに取り組み、活き活きと健康に暮らし

ています。 

・市民は、休日夜間を含め、あらゆる医療サービスを適切に受けることができています。 

主な課題 

・市民の健康づくりの継続、健康維持のための正しい知識の習得が課題。 

・病気の早期発見、新型インフルエンザなどの感染症等の予防が課題。 

・「かかりつけ医」の定着、及び医療機関の機能分担の適正化が課題。 

・安心して、妊娠、出産、育児ができる環境づくりが課題。 

役割分担の考え方 

【市民の役割】将来像の実現に向けて自分たち市民ができること、取り組むべきこと 

・自分の健康に関心を持ち、正しい食生活、健康づくりに取り組む。 

・定期的に健康診断を受けたり、予防接種を受けるなど、病気の予防・早期発見に心がける。 

・「かかりつけ医」を持つなど、いざというときのための備えをする。 

・母子の健康を守るための正しい知識を身につける。 

【行政の役割】自分たちの取り組みを実現するために行政に支援してもらいたいこと、行

政が行うべきこと 

・生活習慣病や介護予防など健康に関する正しい知識を普及する。健康づくりの機会・場を充

実する。 

・食に関する関心を高める機会を提供し、市民の健康的な食生活の実践を支援する。 

・各種健康診断を充実するとともに、定期的な受診の重要性を周知する。感染症等の予防対策

を充実する。 

・市内医療機関の協力のもと、医療体制を確保・充実する。「かかりつけ医」の定着に向けた情

報提供を強化する。 

・母子を対象とした検診や、保健指導を確保・充実する。 

その他 提案事項 

・指標のアイデア、事業のアイデアなどの提案など 
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５．次回の協議内容 

 

１）日時等 

日時：平成２４年２月４日（土）９：３０～１２：００（予定） 

場所：市役所北庁舎第１～３会議室  

 

２）次第案 

・本日の協議内容の説明（全体） 

・基本構想の見直しの論点検討（まちづくりの主な課題、土地利用）に関する

グループワーク 

・基本施策１つを対象に「めざすまちの姿・課題・役割分担」に関するグルー

プワーク 

・グループの協議結果の発表・確認、事務連絡（全体） 

 

３）グループごとの協議テーマ 

 

グループ名 協議テーマ 

健康・福祉部会 Ⅰ-１ 健康づくりの推進 

生活・環境部会 Ⅱ-１ 自然の保護と回復 

文化・学習部会 Ⅲ-５ スポーツ活動の支援 

都市基盤・産業部会 Ⅳ-３ 景観の保全と形成 

行財政運営部会 Ⅴ-１ 適切で効果的な情報公開 

※行財政運営部会は、第２章 計画推進に向けた取り組みの「取組」ごとに検討 

 

 

４）お願い 

次回会議までしばらく期間がありますが、協議テーマに関して「めざすまち

の姿」「課題」「役割分担の考え方」についてお考えを整理してきていただけれ

ばと考えております。 

 

参考：次回のグループワークに向けたメモ用紙（１２ページ） 
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本日のグループワークの進め方 

 

１．気持ちよく協議するための会議ルール 

 みんなで楽しく活発な意見を交わし合うためにいくつかのルールを守りましょう。 

 

１．お互いの意見を尊重しましょう。 

２．誹謗中傷はせず、前向きな意見を出し合いましょう。 

３．みんなが自分の意見を発言できるよう、発表時間を守りましょう。 

４．まちがいなく意見を残せるよう、付箋に意見を書きましょう。 

 

２．本日の協議テーマ 

■テーマ 

・第６次総合計画の「まちづくりの基本理念」と「都市像」の検討材料として、第５次総

合計画の「まちづくりの基本理念」と「都市像」を見直し方向性について 

 

 まちづくりの基本理念：まちづくりを進めていく上で大切にしていくこと、まちづく

りをどう進めていくのかに関する根本的な考えを表すもの 

 都 市 像：将来のまちの姿を表すキャッチフレーズ 

※「第５次府中市総合計画 後期基本計画」２９０ページ参照 

 

■本日のゴール 

・各グループから、まちづくりの基本理念、都市像の見直しに関する意見を出していただ

き、全体で確認する 

 

■進め方 

・グループに分かれて、見直しに関する意見について検討（６０分程度） 

・全員で各グループの発表を聞き、各グループの意見を全体共有する（１５分程度） 

 

■グループ検討の進め方 

・まず、お互いに自己紹介し、「司会者」「書記」「発表者」を決めてください 

・司会のもと、１人ずつそれぞれの考えを２分程度で発表し、全員が発表してください 

・発表者は、自分の考えの概要を付箋にメモして、司会者・書記に提出してください 

・全員が発表できたら、自由に意見交換し、グループの発表内容を整理します 

※初回は、職員が「司会者」「書記」を担当します。２回目以降は、分担をお願いします 
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■発表用紙のイメージ 

１．まちづくりの基本理念の見直しについて 

現計画 
まちづくりにあたって、市民が主体で、みんなにやさしく、安心で快適に

暮らすことができるよう「人間性の尊重」を基本理念とします。 

見直しの視点 

●追加すべき内容やキーワードは？ 

 

 

 

 

●わかりにくいなどの理由で見直すべき内容は？ 

 

 

 

●その他のご意見 

 

 

 

 

２．都市像の見直しについて 

現計画 

心ふれあう 緑ゆたかな 住みよいまち 

※府中らしさが感じられるか、ふるさと意識を持てるかなどの観点を踏ま

えて検討してください。 

見直しの視点 

●追加すべき内容・キーワードは？ 

 

 

 

●必要性の低い内容・キーワードは？ 

 

 

 

●見直し案は（検討できれば）？ 

『○○○○○○○○○○なまち』 

 

●その他のご意見 

 

 

 

次の世代に

つなげる 

持続可能な

まちづくり 
持続可能な

まちづくり 持続可能な

まちづくり 

○○○○○

○○ 

人間性の尊

重が難しい 

○○○○○

○○ 

キーワードだけで

はなく、説明を追加 

○○○○○

○○ 

にぎわいをイメー

ジできる言葉 

○○○○○

○○ ○○○○○

○○ 

○○○○○

○○ 

○○○○○

○○ 

現計画と同じでよ

いのでは 
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参考資料：近隣市の事例 

１）東村山市 平成２３年度 
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２）日野市 平成２３年度 
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参考資料：第２回グループワークに向けたメモ用紙 

第２回グループワーク用メモ用紙 

グループ名  

基本目標  

基本施策  

 

めざすまちの姿（平成 33年のまちの姿） 

（市民を主語にすると考えやすいです ※計画の推進にあたっては一部該当せず） 

 

 

 

 

 

主な課題 

（めざすまちの姿と現状のギャップを埋めるために必要なことを課題と捉えると考えやすい） 

 

 

 

 

 

 

役割分担の考え方 

【市民の役割】将来像の実現に向けて自分たち市民ができること、取り組むべきこと 

 

 

 

 

【行政の役割】自分たちの取り組みを実現するために行政に支援してもらいたいこと、行政が行うべきこと 

 

 

 

 

 

■その他 提案事項 

 

 

 

 


